
大町エネルギー博物館友の会
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丸山卓哉（宇宙県担当？！）



大町エネルギー博物館友の会 フォーマルハウト

メインイベント 星空まつり

★おしゃべりプラネタリウム
★パネルシアターとプラネタリウム
★４Ｄ２Ｕシアター

●工作コーナー ●星うらない
●ロボットアームを動かしてみよう！

などなど

11月第３日曜日（家庭の日）の
前日の土曜日（大町市民入館無料日）

動員 150人＠３万都市
MS-8



大町エネルギー博物館友の会 フォーマルハウト

一般観望会

春の恒例
花見観望会＠大町公園

広報は ローカル紙が中心

いわゆる 街角観望会

雨でも
天体教室を行う

大町～安曇野

広報した観望会

大町駅前



大町エネルギー博物館友の会 フォーマルハウト

学校等からの依頼観望会等

松本ろう学校

安曇養護学校

八坂小学校、安曇養護学校や
松本ろう学校では定期的にパネルシアター



大町エネルギー博物館友の会 フォーマルハウト

観望会の計画

危険予知（ＫＹ）

マーカーの設置

ボランティア保険に加入



大町エネルギー博物館友の会 フォーマルハウト

課題
会員が少ない・・・
・・・機動力不足

思い切ったことができない

観望会の機会を増やせない

個人的に観光事業をやっているメンバーはいます
Ⓒ高崎 風のいろ

ＳＮＳ等の発信がヘタ

ホームページの更新が遅れる

ホテル従業員が習いに来たことがある

エネルギー博物館はときどきやっている

星空観光ボランティアの現状・・・



長野県での星空案内の現状
塩尻星の会の紹介

塩尻星の会 百瀬雅彦



1 塩尻星の会の紹介

発足2000年、市内外に会員あり

活動内容：

メーリングリストを使った情報交換

依頼の観察会

光害調査



2 四季の星空観察会の状況

 体制

 天体観測ドーム（寄贈された31ｃｍ反射望遠鏡）＋会員持込望遠鏡

 広報

 主催の中央公民館で公民館報に観察会の日程を告知

 合わせて会独自にPR

 運営

 当番制。当番がドームのカギを借りる＋望遠鏡操作

 メーリングリストを通してほかの会員に協力を声がけ

 その他

 参加者にカード配布（参加人数把握も兼ねて）

 宇宙県の活動、連絡会の活動が始まってから、会員以外（フォーマルハウトのメンバーなど）が来て
くれて、繁忙期に手伝ってくれることもある。



3 昨年の火星大接近観察会の状況

火星大接近に合わせて、地区公民館と共催しながら8月を中心に計6回実施

これ以外に4回ほど火星対象の観察会があった

回によっては200人ほどの来場者があり、運営面で大変だった



4 高ボッチへ行こう、の状況

 塩尻市観光協会からの依頼で実施

 内容はサンセットから星空観察まで、夜の高ボッチの体験

 実施3年間曇っている。
霧の中、プロジェクタで星の写真を見てもらった

 今年の実施は不明



5 その他

観察会の依頼があった時の対応として
（依頼人は、天体観察について素人なので）

満月の時期は避けること

曇った時の対応（中止にするか、代替えで星の話をするか）

を決めておくようにしている

ほかで行っている観察会の工夫を聞いてみたい
（曇り対策のメニューなど）



6 番外編


